
 

 

 

 

 

 

 

 

子ども達の心に「安心」を取り戻すために  

校長  大幸  麻理   

今日の朝会で、子ども達に「給食の時間は、隣の友達と小さい声でお話しをするぐらいなら大丈夫です」

と伝えました。新型コロナウィルス感染症が私たちの生活に入り込んできてから３年、「黙食」という言葉も

すでに聞き慣れてきました。子ども達はもう当たり前のようにみんな同じ向きを向いて黙って給食を食べてい

ます。この度、文部科学省の通達を受け、横浜市教育委員会から、「児童生徒及び教職員においては、卒

業式でのマスク着用は求めない」という通知が出され、先日６年生の保護者の皆様には懇談会の折にお

知らせをいたしました。国からは、４月からの学校生活においても、マスク着用は求めないという方針がすで

に報道等でも伝えられているところです。  

 

この３年間、これまで出会ったことのない感染症への不安の中、子ども達には、「手洗い」「消毒」「マスク」

そして、「人と距離をとること」の必要性を繰り返し指導してきました。また、学校での教育活動も、感染リス

クを高めないという目的で、これまでと大きく内容や方法等を変更して行ってきました。そんな３年間を経て、

少しずつ感染症への理解も広がり、制限の緩和が進められようとしています。でも、子ども達の心の中に生

まれ育ってしまった「不安」は、そう簡単には消えません。その「不安」は、感染症への不安だけでなく、この３

年間に沁みついてしまった生活様式を通常に戻すことへの不安であり、それはまた新たな環境に自分が馴

染むまでの不安であるかと思います。一番大きいのは、「マスクを外すこと」への不安です。校外学習などで

集合写真を撮る際はマスクを外すよう声をかけますが、取るのを嫌がる児童もいます。また、マスクを取っても

写真を撮るその瞬間まで、手で口元を隠している子もいます。「自分の口元を見られるのが恥ずかしい」

「表情が見られるのが不安」と感じている子が、特に高学年に多いように思います。  

マスクをしなければならなかったことについては仕方がなかったとは思いますが、さあ、ではこれからは外し

ていいですよ、と言っても、そう簡単にはいきません。マスク生活が３年間続いたのなら、マスク無し生活もそ

れと同じくらい時間をかけて馴染んでいくのではないかと思います。子ども達に、「マスクをして顔を隠さなく

ても、誰もあなたのことを変だとは思わないよ」と伝えたいし、「もっと自分を見せることに自信をもって」と伝

えたい。先生や友達の顔もまともに見ていないこの３年間、子ども達の心に植え付けられた「不安」を、時間

をかけて解かしていく取組がこれから始まります。 

 

３月に入ると、卒業式の練習が始まります。マスクの着脱に関わらず、自分に自信をもって堂々と巣立って

いく卒業生の姿を期待しています。また、１年生から５年生までの子ども達も、次の学年に向けて明るい希

望をもって進級してもらいたいです。 

一年間、様々な場面でのご理解とご協力、本当にありがとうございました。  
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第２２回  卒業証書授与式  １７日（金）  
最高学年として学校を支えてきた６年生１５５名がいよいよ卒業  

を迎えます。ありがとう集会や飾りつけ、お別れ式などで、在校生  

が卒業生への感謝とお祝いの気持ちを表します。卒業式当日、 

1～5 年生は 6 年生お別れ式（8:20～8:40）の後、下校します。 

卒業式に在校生の参加はできませんので、ご承知おきください。 

 

修了式・離任式  ２４日（金）  

修了式後 、11 :15 頃より体育館にて離任式を行います。  

詳しくはお便りの配付またはメール配信でお知らせします。  

 

ユニセフ募金  ご協力のお礼  

福祉委員会の呼びかけにより、ユニセフの募金活動を行い  

ました。ご理解とご協力をいただき、全校で 48,609 円が  

集まりました。日本ユニセフ協会へ送りましたので、  

ご報告いたします。ご協力ありがとうございました。  

３月行事予定  

 

  

  

 

   

 

  

 

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校カウンセラー来校日  

学校カウンセラー  米山  乃理子先生  の来校日は、  

３月７日（火）、 14 日（火）、 28 日（火） AM です。  

ご相談のある方は  副校長  または  児童支援専任の田崎教諭  

を通してお申し込みください。  

〈森の台小学校  副校長  ℡  931－ 2047〉  

４月の主な行事予定  

６日（木）新年度準備（新６年生登校日）  

７日（金）令和５年度  着任式・始業式  下校８ :５０頃  

入学式（在校生は入学式に参加しません）  

１０日（月）～１２日（水）午前授業  

１３日（木）給食開始  

１４日（金）委員会活動  

１８日（火）６年全国学力・学習状況調査  

２０日（木）学級懇談会（全学年）  

２７日（木）・２８日（金）市学力・学習状況調査  

 

※新年度の年間行事予定は３月２３日に配付する予定です。  

 変更する場合がありますので、毎月の学校・学年だより等  

でご確認ください。  

1 水

2 木 個別級横浜ラポール遠足

3 金

4 土

5 日

6 月 学援隊に感謝する会

7 火 代表委員会

8 水 3年社会科見学（川和小）2・4組

9 木 3年社会科見学（川和小）1・3組

10 金 ふれあいタイム⑧

11 土

12 日

13 月

14 火 ６年大掃除

15 水
AET・IUIに感謝する会
卒業式予行

16 木
給食終了　午前授業
５年卒業式準備
下校【全学年13:30】

17 金
お別れ式【1～５年8：40下校】
卒業証書授与式【11：50門出】

18 土

19 日

20 月
短縮午前授業
下校【全学年12:15】

21 火 春分の日

22 水
短縮午前授業
下校【全学年12:15】

23 木
短縮午前授業
大掃除
下校【全学年12:15】

24 金
短縮午前授業
修了式・離任式４校時
下校【全学年12:15】

25 土

26 日

27 月 学年末休業（～４/６）

28 火

29 水

30 木

31 金

日 曜
日 行事



個別支援級  造形教室  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１月 24 日に横浜市民ギャラリーに行ってきました。一人一人の興味に合わせて素材と対話

しながら造形活動を大いに楽しむことができたようです。  

 

３年生  社会科見学  森永エンゼルミュージアム  はまぎんこども科学館  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１月 31 日、３年生の社会科見学。森永エンゼルミュージアムでは工場でのお菓子づくりの

様子を見学しました。案内の方の話をよく聞き学んでいるようすの３年生。おみやげにお菓子

をいただけることを聞いて大喜び。科学館ではプラネタリウムで見る星空に歓声をあげていま

した。お弁当の時間も笑顔いっぱいでした。  

 

５年生  心の教育ふれあいコンサート  

２月 16 日、教育委員会主催の「ふれあいコンサート」に  

５年生が参加し、みなとみらいホールで神奈川フィルの演奏を  

聴きました。座席がステージに近く、本物のオーケストラの  

一つ一つの楽器の音色やパイプオルガンの響きに感動したよう  

です。寒空の下カップヌードルパークにて昼食をとりました。  

 

 

6 年生  東京見学  

 2 月 22 日、6 年生の東京見学、晴天に恵まれ国会議事堂と科学技術館、東京タワーを見学し

ました。小学校生活最後の校外学習、よい思い出となったようです。  

 



調理実習  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６年生の家庭科、お弁当のおかずを調理しているようすです。練習してきたのかな、野菜を

切ったり炒めたり、どの子も手際がいいです。栄養バランスや味付けも工夫しているのが分か

ります。自分のお弁当を自分の力で一生懸命つくる６年生の姿が頼もしく見えました。  

 

クラブ発表週間  

校庭のバスケットゴールが新しくなり、休み時間や放課後にはバスケを楽しむ子どのたちが

集まっています。クラブ発表週間では、体育館発表やテレビ放送、作品展示、ポスターなどで

各クラブの活動が紹介されています。掲載写真はドッジボール、バレーボール、バドミントン、

バスケットボール、卓球、運動系のクラブです。  

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校教育目標  

『 自分大すき 友だち大すき 共に学ぶ子  実践する子  』  

○自分の考えをしっかりもち、困難なことにもあきらめず、自ら進んで学習する子を育てます。（知）  

○人に対して優しく思いやりをもって行動し、人の心の痛みのわかる子を育てます。（徳）  

○基本的生活習慣を身に付け、健康の保持増進を図るとともに、命あるものを大切にしようとする

子を育てます。（体） 

○地域の環境や人を大切にし、進んで人のためになる行動の取れる子を育てます。（公）  

○いろいろな人とのコミュニケーションを大切にし、よりよい生活について考える子を育てます。（開）  

 

森の台小学校ウェブサイトをご覧ください。 

学校教育目標に向かう子どもたちの姿を紹介します。  


